
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/5  こども 2年 

  教育実習Ⅰ報告会 

11月 7日からの 10日間、初めての 

教育実習Ⅰを終えたこども学科 2年生☆ 

一人ひとりが実習中のエピソードやその中での 

気づきや学び、今後の課題などを発表し合いまし

た。自らの実習を振り返りながら学びを深めるこ

とができ、今後の実習への意識を高めることがで

きたようです。 

これから卒業まで、残り 4 回の実習を控えてい

ます。次の実習に向けて、何事にも日々精一杯 

取り組んでいってほしいと思います！！ 

2022年度 

NO.93 

madoka 

今年度 2月、初めての教育実習を行う 

幼児教育学科 2年生のために、4年生 2名が

模擬保育を行いました。２年生も実習に向けての

模擬保育を行うため、先輩の指導案を参考にし

ながら活動時の進め方、子どもたちの年齢に応

じた援助方法や声のかけ方などをしっかりと 

観察し学びました。 

堂々と披露する先輩たちの姿に圧倒されなが

らも、次は自分たちの番であるということもあり    

とても真剣な眼差しで取り組みました。 

頑張れ！幼教 2年生！ 

11/30 4年生、幼児教育学科 2年生に

模擬保育を披露しました！ 

 

2023年 1月の行事予定 

冬季休業 12/28（水）（１２：００～）～1/5（木） 

1/7（土）  科目終了試験 

1/14（土） オープンキャンパス 

ニューイヤーピアノコンサート 

   1/21（土） 入学選考日 

感染対策をしっかりと行いながら、 

クリスマス声楽発表会を実施しました。 

全学年の学生たちが、楽しく、美しく、堂々と歌い

上げる姿にとても感動しました！ 

日頃の練習の成果が出た学生やそうでなかった

学生もいたでしょう。けれども、とても緊張するであ

ろう、この試験を兼ねる発表会に出席し、しっかりと

歌い上げたことは、これからの皆さんの大きな 

成長や自信につながることと思います！！ 

本当に良く頑張りました♪ 

12/17 クリスマス声楽発表会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校での全校集会や掃除を終え、 

感染対策をしっかり行いながら、 

桃田体育館で自治会活動を 

実施しました！ 

楽しくて面白い種目が 

たくさん準備されており、 

クラスマッチという熱い戦い 

が繰り広げられました！！ 

これをきっかけに各クラスの 

結束がより強まったようです！ 

 

「 人間５０年 」                                                     文責 髙木 

 

「人間５０年（じんかんと詠む。人の住んでいる世界という意味）下天の内をくらぶれば、夢幻の如くなり、一度生を

得て滅せぬもののあるべきか」 

１５８２年本能寺没、当時４７歳の織田信長辞世の句である。要約すると「人間の一生なんぞ、天界（上天）の時間に

比べれば、たかが５０年、実に人生とは儚いものよ、一度生を受けたなら、いつかは死滅するものだ」となる。天界の１

日は人間界の８００年にあたる。したがって天界の寿命は人間の世界でいうと約２３００万年ということになると理解す

ると正しくたかが５０年である。 

私はこの信長の辞世の句を「ぼやぼや生きることの否定と即行動の意義を指し示している」ものと捉えている。今年

も残りわずか１週間、正しくあっという間に過ぎた。明日からは、時間を意識しながら可能な限り知行合一（ちこうごう

いつ・・・・・知と行は表裏一体をなすこと。吉田松陰の座右の銘）で時を重ねていけたらと思う。 

校長室の窓から 

 


